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吾等の信条(1) 

あ

す

な

ろ

ク

ラ

ブ

の

歩

み
(
そ
の
五
)

陽
春
麗
ら
等
と
詩
情
を
ベ
ン
に
託
し
た

聞
思
春
期
は
過
ぎ
て
も
春
は
何
か
心
を
と
き

め
か
す
。

乙
ん
な
季
節
を
稼
業
の
不
安
を
忘
れ
蓄

え
少
き
を
忘
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
旅
情
に
泌

っ
て
見
た
い
。
そ
ん
な
夢
を
む
さ
ぼ
る
の

も
中
老
の
疲
労
感
か
将
叉
キ
ヤ
ピ
タ
リ
ズ

ム
の
ジ
ヤ
ン
グ
N
に
斗
い
つ
か
れ
た
逃
避

感
か
、
酒
な
く
て
な
ん
の
己
が
桜
か
な

春
草
に
荒
し
て
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
す
る
庶

民
生
活
の
し
き
た
り
が
何
だ
か
良
三
解
る

様
な
気
が
す
る
:
・
季
節
の
惑
裁
:
:

大

食

品

以

苛

ア
ス
ナ
ロ
も
三
度
び
春
を
迎
え
四
国
の

活
気
に
刺
激
信
れ
て
か
先
日
の
役
員
会
で

も
マ
ン
ネ
リ
之
ズ
ム
打
破
と
次
年
度
へ
の
飛

躍
を
期
し
宅
の
盤
冨
対
策
は
火
花
宇
散
ら

し
て
隠
前
ぱ
満
ち
て
い
た
。

お
互
い
の
還
解
と
努
刀
が
あ
れ
ば
ア
ス

ナ
ロ
は
す
く
す
く
と
生
長
し
次
年
度
に
期

あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
も
発
会
よ
り
二
年
争
二
年
度
は
多
く
の
研
修
会
を
催
し
、
出
席
率
一
時
乙
そ
「
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
の
一
す
べ
き
も
の
舷
慶
大
で
あ
ろ
う
と
私
は
忠

過
ぎ
愈
々
三
年
目
を
迎
え
る
に
当
り
、
初

一
も
非
常
に
良
か
っ
た
の
で
す
が
、

昨
年
度

一
時
と
信
じ
ま
す
。

三
年
目
の
今
年
は
二
年
一
う
・

代
よ
り
会
長
と
し
て
過
ぎ
し
日
を
録
返
っ
一
は
研
修
会
も
留
か
二
回
そ
れ
に
自
衛
隊
二
目
の
低
調
を
打
破
し
、
「
あ
す
な
ろ
の
木
』
魅
刀
の
あ
る
ア
ス
ナ
ロ
に
す
る
も
し
な
い

、て
見
る
と
真
に
汗
顔
の
い
た
り
で
そ
の
貴
一

日
入
隊
と
、
極
く
僅
か
し
か
勉
強
出
来
ず

一
の
様
に
す
く
す
く
と
真
直
ぐ
伸
び
る
様
に
一
も
か
〉
っ
て
会
屋
且
口
々
の
自
覚
に
あ
る
と

任
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
居
り
ま
す
・
一
出
席
率
も
余
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
一
一
一
一
年
目
乙
そ
勉
強
に
リ
ク
レ

l
シ
ヨ
ン
に
一
言
い
た
い
の
だ
が
強
弁
で
あ
ろ
う
か
。

当
初
よ
り
勉
強
喜
一

の

T
I
l
l
-
-
-
-
1
5
1
1
1
1
1
1
1
1
l」
大

い

に

飛

躍

し

よ

う

で

は

あ

り

一

女

大

大

大

的
と
し
て
発
足
し
て
以

来

、

と

一

総

和

三

十

八

年

度

を

顧

み

て

一

ま

せ

ん

か

。

一
強
弁
と
言
え
ば
先
号
に
釧
商
に
の
ぞ
む

も

か

く

此

処

迄

雪

下

ろ

し

て

一

手

林

俊

夫

一

今

年

乙

そ

は

隣

接

都

市

に

も

一

と

題

し

勝

手

放

題

の

事

を

申

し

上

げ

た

処

発
展
し
て
来
た
事
は
各
員
各
位
「
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
-
-
-ー
ー
ド
l
l
h
rー
い
l
i
l
-
-一
「
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
」
の
発
会
一
が
清
野
委
員
長
よ
り
中
小
企
業
振
興
に
つ

の
真
険
な
努
刀
の
賜
物
に
外
な
ら
な
い
の
一
が
十
二
月
に
家
族
パ

l
テ
ー
を
盛
大
裡
に
一
を
見
る
よ
う
に
大
い
に
発
展
し
大
い
に
啓
一
い
て
と
題
し
玉
稿
を
賜
っ
た
。

で
あ
り
ま
す
。
併
し
な
が
ら
発
会
当
時
の
一
開
催
出
来
ま
し
た
事
は
真
に
有
怠
義
な
事

一
一
家
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
・
「
郷
土
一
今
更
ら
私
の
盲
蛇
に
怖
じ
ず
の
諺
を
地
で

三
十
七
年
度
と
比
較
し
て
昭
和
三
十
八
年

一
で
あ
っ
た
と
忠
い
ま
す
。
愈
々
今
年
は
三

一
を
愛
し
」
「
仕
事
に
徹
し
」
「
人
夫
栢
す
」
行
っ
た
粗
惣
さ
を
恥
じ
る
の
だ
が
然
し
猪

度
は
本
当
に
地
に
つ
い
た
発
展
で
あ
り
、

一
年
目
で
す
。
各
位
に
於
か
れ
て
は
日
を
経

一
を
信
条
と
す
る
「
あ
す
な
ろ
ク
ラ
ブ
」
の

一
突
の
勇
も
何
か
を
得
る
も
の
で
あ
る
事
を

進
歩
で
あ
っ
た
か
と
云
う
事
に

つ
い
て
は

一
る
に
従
っ
て
益
々
御
多
忙
に
且
つ
責
任
が
一
各
位
の
御
活
躍
と
御
健
康
を
心
か
ら
祈
念
一
間
取
酬
は

q
U翠
刊
誌
1
私
は

絶
対
と
一
玄
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
三
十
七

一
益
々
重
く
な
る
事
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
一
い
た
し
て
居
り
ま
す
。

ω・
4
・
9
記

一

(

梶

生

)

釧路アスナロクラブ編集部

春
の
息
吹
き
と
共
に
、
商
況
も
熱
気
を

一
帯
び
始
め
、
会
員
諸
兄
の
業
務
も
一
段
と

一一
身
辺
多
忙
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て
き
た
。

い
よ
い
よ
当
ク
ラ
ブ
も
三
年
目
を
迎
え

諺
に
匂
石
の
土
に
一
二
年

a
の
如
く
軌
道

に
乗
せ
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

各
会
員
の
申
か
ら
も
盛
り
土
が
り
の
気

還
が
高
ま
り
、
分
科
会
活
動
等
の
骨
子
が

有
志
と
役
員
の
中
で
肉
付
け
の
作
業
が
急

が
れ
て
お
り
、
近
く
は
総
会
の
決
議
を
得

て
発
足
の
予
定
・
叉
新
年
度
の
行
事
計
画

等
に
も
積
極
的
な
発
案
が
望
ま
れ
て
お
り

会
員
相
互
の
ア
イ
デ
ア
を
望
む
次
第
。

・4J
申
z-
ロ

て
第
九
回
例
会
二
月
二
十
計
百
午
后

六
時
於
泉
屋
出
席
者
二
十
一
名

談
話
者
最
上
会
員
(
グ
リ
ー
ン
・
ク
ロ

ス
)
教
付
の
意
義
に
つ
い
て
新
学
期

を
前
に
し
て
、
教
付
費
の
占
め
る
ウ
エ

イ
ト
及
び
市
予
算
、

父
兄
の
負
担
、
叉
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教
問
の
実
態
と
同
業
者
聞
の
動
き
等
、

認
識
を
深
め
た
。

同
じ
く
談
話
者
森
野
会
員
(
ト
ヨ
タ
自

動
車
)
開
放
経
済
と
車
柄
業
界
の
近
況

に
つ
い
て

わ
れ
わ
れ
車
繭
を
商
売
の
足
と
し
て
い

る
も
の
に
と
っ
て
、
最
近
関
心
事
の
一

つ
で
あ
り
傾
聴
し
た
次
第
。
特
に
国
産

車
の
性
能
も
一
段
と
進
歩
し
て
お
り
、

大
量
生
産
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も

近
い
将
楽
で
あ
り
、
大
い
に
国
産
車
を

愛
用
致
し
ま
し
ょ
う
。

一
一
、
第
四
号
あ
す
な
ろ
発
刊
、
全
会
員
と

関
係
機
関
に
配
布
。
特
に
本
号
は
梶
会

員
の
健
筆
に
よ
り
「
申
小
企
業
問
題
」

商
工
会
議
所
並
び
に
関
係
者
か
ら
も
、

注
目
さ
れ
、
そ
の
反
応
と
し
て
本
会
報

に
近
く
関
係
機
関
か
ら
も
意
義
あ
る
投

稿
が
期
待
さ
れ
て
い
る
・
そ
れ
に
し
て

も
会
員
諸
兄
の
投
稿
率
が
F

芳
U
く
な
い

の
で
ド
予
ジ
執
筆
さ
む
主
量
今
Q
Q

三
第
十
回
例
会
三
月
十
六
日
壁
崩
六

時
於
泉
屋
出
席
者
十
二
名

談
話
者
佐
川
会
員
商
品
の
流
通
機
構

に
つ
い
て
オ
l
ト
ラ
ジ
オ
、
背
景
音

楽

(
B
O・
G
-
M
)
等
、
安
考
と
な
る

尚
従
来
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油

K
K
の

電
器
部
も
近
く
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
電
器

K

K
と
独
立
の
模
様
。
同
じ
く
談
話
者
佐

々
木
会
員
(
宮
田
消
火
器
)
消
防
条
例

と
消
火
器
材
に
つ
い
て
火
災
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
し
て
、
消
火
器
、
火
災
報
知

機
、
避
難
用
非
常
梯
子
等
々
の

P
R
談

四
、
第
七
回
役
員
会
四
月
九
日
夜
六
時

於
ニ
ュ

l
ヤ
ツ
ナ
ミ
会
議
室
六
名

議
案
三
十
八
年
度
の
反
省
と
新
年
度

の
行
車
計
画
に
つ
い
て
部
会
活
動
に

つ
い
て
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
、
会
則

の
修
正
に
つ
い
て
、
新
規
会
員
に
つ
い

て
、

会
計
報
告
に
つ
い
て
、
会
報
発
刊

に
つ
い
て
、
其
の
他

右
議
案
を
更
に
四
月
の
総
会
に
図
り
、

全
会
員
の
協
議
を
従
て
、
新
年
度
の
態
勢

を
固
め
、
飛
躍
的
な
ク
ラ
ブ
活
動
と
発
展

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ー

滴

緑



'一一-I2l

中

小

企

業

振

興

古
く
て
新
し
い
問
題
、
然
も
非
常
に
困

難
な
る
問
題
と
云
わ
れ
て
い
る
中
小
企
業

の
問
題
は
独
り
我
が
釧
路
の
み
包
問
題
で

は
な
く
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
矢
張
り

最
も
重
大
な
関
心
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と

云
え
よ
う
。

私
が
と
の
度
釧
路
商
工
会
議
所
の
中
小

企
業
振
興
委
員
長
に
就
任
し
た
の
で
そ
の

委
員
会
が
昭
和
三
十
九
年
度
の
事
業
計
画

を
決
め
た
そ
の
事
を
お
知
せ
す
る
事
に
よ

り
私
に
望
ま
れ
る
稿
が
果
し
て
企
画
者
の

意
図
に
添
う
か
の
疑
問
は
あ
る
が
そ
の
費

亭
果
し
た
い
。

て
少
規
僕
事
業
者
に
対
す
る
経
営
改
善

普
及
事
業
の
実
施

ィ
、
経
営
指
導
員
に
よ
る
窓

口
巡
回
指

導
(
金
融
、
税
務
、
経
現
、
経
営
、

労
働
、
取
引
、
そ
の
他
)

口
、
専
問
指
導
員
に
よ
匁
個
別
集
団
指
導

一
一、

協
同
組
令
、
商
庖
街
速
鼠
等
の
組
織

化
促
進

二一
、
中
小
工
場
、
商
居
、
商
庖
街
等
の
診

断
並
び
に
近
代
化
の
促
進

四
、
融
資
の
斡
せ
ん

ィ
、
政
府
金
融
機
関
(
商
工
中
金
、
申

小
企
業
金
融
公
庫
、
国
民
金
融
公
庫

等
の
利
用
斡
せ
ん

口
、
后
舗
改
善
資
金
、
釧
路
市
特
別
融

資
制
度
、
其
の
他
金
融
機
関
の
利
用

斡
せ
ん

L 、

つ

釧

路

商

工

会

議

所

中

小

企

業

振

興

委

員

長

清

野

五
、
小
企
業
納
税
者
に
対
す
る
税
務
指
導

(
記
帖
方
法
、
決
算
書
作
成
、
申
告
書

作
成
の
指
導
援
助
)

六
、
各
種
講
習
会
、
講
演
会
、
説
明
会
、

報
談
会
等
の
開
催
、
経
営
、
販
売
促
進

庖
舗
照
明
、
サ
ト
ピ
ス
向
上
、
税
法
、

金
融
、
労
務
管
理
、
記
帖
、
技
術
(
木

工
、
鉄
工
、
醸
造
、
菓
子
製
造
、
革
一
の
他

七
、
各
種
調
査
の
実
施

ィ
、
官
公
庁
委
託
調
査

口、

そ
の
他
の
調
査

八
、
各
種
取
引
の
紹
介
、
斡
せ
ん

九
、
青
色
申
告
会
、
納
税
貯
蓄
組
今
、
法

人
会
等
の
運
営
に
協
刀

項
を
追
っ
て
説
明
す
る
前
に
中
小
企
業
と

は
如
何
な
る
も
の
を
云
う
か
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
基
本
法
を
み
る
と
第
二
条
に

一、

資
本
の
額
叉
は
出
資
の
総
額
が
五
千

万
円
以
下
の
会
社
並
び
に
常
時
使
用
す

る
従
業
員
の
数
が
三
百
人
以
下
の
会
社

及
び
個
人
で
あ
っ
て
工
業
、
鉱
業
、
運

挙
未
そ
の
他
の
業
種
(
次
管
に
掲
げ
る

業
種
を
除
く
)
に
属
す
る
事
業
を
主
た

る
事
業
と
し
て
営
む
も
の
。

一一
、
資
本
の
額
叉
は
出
資
の
総
額
が
一
千

万
円
以
下
の
会
社
並
び
に
常
時
使
用
す

る
従
業
員
の
数
が
五
十
人
以
下
の
会
社

及
個
人
で
あ
っ
て
、
商
業
叉
は
サ
ー
ビ

ス
業
に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と

し
て
営
む
も
の
。
と
な
っ
て
い
ま
す
し て

栄

ごム
引口

叉
、
小
規
模
事
業
に
関
す
る
定
義
は
第

二
十
三
条
に
次
の
如
く
云
わ
4
L
U手。

国
は
、
小
規
模
企
業
者
(
お
お
む
ね
常
時

使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
二
十
人
(
商
業

叉
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
属
す
る
事
業
を
主
た

る
事
業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い
て
は
、
五

人
)
以
下
の
事
業
者
を
云
う
)
に
対
し
て

第
三
条
の
施
策
を
講
ず
る
に
あ
っ
て
は
、

乙
れ
ら
の
施
策
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ

う
に
小
規
模
企
業
の
経
営
の
改
良
発
達
に

努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
従
事
者
が
他
の

企
業
の
従
事
者
と
均
衡
す
る
生
活
品
官
官
む

乙
と
を
期
待
す
る
と
と
が
で
き
る
よ
う
に

金
融
、
税
制
そ
の
他
の
事
項
に
つ
き
必
要

な
考
慮
を
払
う
も
の
と
す
る
。

以
上
の
如
く
中
小
企
業
及
小
規
僕
事
業
者

の
定
義
が
お
判
り
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

従
っ
て
駄
足
と
は
思
い
ま
す
が
釧
路
の
企

業
は
九
九
部
ま
で
中
小
企
業
と
申
す
事
が

出
来
る
と
思
い
ま
す
。

本
論
に
返
り
相
談
所
に
つ
い
て
説
明
を

加
え
て
参
り
ま
す
。

全
般
を
通
じ
て
中
小
企
業
相
談
所
と
云

い
ま
す
の
は
所
長
が
専
務
理
事
兼
任
で
経

営
指
導
員
四
名
指
導
補
助
員

一
名
計
六
名

か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
中
小
企
業

銀
興
委
員
会
は
五
名
で
出
来
て
い
て
二
ヶ

月

一
度
会
議
を
も
ち
実
績
を
検
討
し
企
画

を
致
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

指
導
は
経
営
指
導
員
四
名
が
日
常
に
当

っ
て
い
ま
す
が
(
指
導
員
は
道
及
び
国
の

認
定
す
る
資
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て

勝
手
に
任
命
は
出
来
な
い
)
事
、
専
門
的

な
も
の
に
は
専
門
指
導
員
(
税
金
に
関
し

て
は
税
理
士
、
経
営
診
断
に
つ
U
Tは
登
録

診
断
員
、
講
習
講
演
会
に
は
大
学
の
先
生

等
)
に
よ
り
そ
の
任
に
当
っ
て
貰
い
ま
す
」
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
ミ
ン
グ
に
応
じ
て
の

指
導
、
相
談
は
お
出
で
に
な
っ
て
も
叉
一
ウ
イ
ッ
ト
、
そ
の
中
に
流
行
語
、
殺
し
文

指
導
員
が
出
か
け
て
行
っ
て
実
施
す
る
も

一
句
を
と
り
い
れ
て
み
た
ら
:
・
:
・
。

の
と
あ
り
ま
す
の
で
利
用
に
あ
っ
て
は
都
一
マ
ァ
、
古
女
房
も
タ
タ
ミ
を
裏
返
し
た

令
の
良
い
万
法
を
取
っ
て
頂
け
れ
ば
宜
し
一
程
度
に
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
じ
と
な
る

い

と

思

い

ま

す

。

一

ん

や

な

か

ろ

う

か

?

叉
前
掲
の
計
画
の
よ
う
に
経
営
各
種
に
亘
一

*

「
ど
う
も
」
と
い
う
言
葉
、
会
話
の

っ
て
相
談
指
導
の
態
勢
を
盤
え
て
い
ま
す
一
申
の
頻
度
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
の
知
性

事
も
認
識
し
て
お
い
て
頭
き
震

い

。

一

が

わ

か

る

が

、
乙
の
言
葉
も
使
い
次
第

一
番
気
に
な
る
金
融
に
つ
い
て
も
種
々
一
で
は
、
わ
が
乙
と
お
わ
り
し
後
で
「
ど

な
金
融
の
万
法
を
承
知
し
て
そ
の
業
態
に
一
う
も
ど
う
も
、
ど
う
も
で
し
た
」
と
い

応
じ
た
も
の
を
斡
せ
ん
致
し
ま
す
。
叉
本

一

ぅ
。
淡
々
と
さ
り
げ
な
く
。
先
方
で
は

年
の
重
点
で
あ
る
税
務
に
関
し
て
も
記
帖
一
「
オ
ソ
マ
ツ
サ
マ
」
と
恥
じ
入
っ
た
り

か
ら
申
告
手
続
ま
で
相
談
に
応
じ
る
乙
と
一
い
た
し
ま
す
。

と
し
て
い
ま
す
。
特
に
税
理
士
の
関
与
し
て
宵

や
や
も
す
れ
ば
、
軟
弱
に
な
り
が
ち

て
い
な
い
業
者
で
小
額
の
所
得
に
は
非
常
一
な
男
性
に
対
し、

「今
日
は
か
な
り
凶

に
便
宜
な
方
法
が
(
記
帖
代
行
も
実
費
程
一
悪
み
た
い
じ
ゃ
な
い
」
と
お
だ
て
れ
ば

度
で
平
る
、
昨
年
迄
は
と
の
よ
う
な
事
は
一
な
ん
と
な
く
銀
行
破
り
の
お
尋
ね
も
の

あ

り

ま

せ

ん

)

あ

り

ま

す

。

一

み

た

い

な

錯

覚

に

お

ち

い

り

、
大
い
に

と
も
す
れ
ば
自
分
の
実
刀
を
良
く
認
識
せ
一
ハ
ッ
ス
ル
し
は
じ
め
る
も
の
。
乙
と
お

ず
に
背
伸
び
ぞ
試
み
る
万
が
割
令
に
多
い
一
わ
っ
て
後
、
ニ

ツ
コ

リ
笑
っ
て

「
凶
悪

の
で
基
本
方
針
を
正
確
な
記
帖
に
よ
り
自
一
な
人
ね
」
テ
エ
の
も
、
殺
し
文
句
ご
っ
3

己
の
ク
伊
』
把
援
し
数
字
を
基
礎
に
す
る
経
一

食

よ
く
大
平
外
相
が
「
煮
つ
ま
る
」
と

営
を
行
う
と
云
う
態
度
に
な
っ
て
頂
き
そ
一
い
う
セ
リ
フ
を
使
う
。
交
渉
の
状
態
を

し
て
始
め
て
企
業
の
今
趨
化
、
近
代
化
に

一

先

方
へ
知
ら
せ
る
の
に
都
令
の
よ
い
言

歩
を
近
め
て
企
業
の
健
全
な
発
展
を
希
望
一
葉
だ
。

「
大
分
煮
つ
ま
っ
た
?
」

「
ま

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一

だ

よ

」

「
も
う
煮
つ
ま
っ
た
?
」

「
焦

冒
頭
に
も
申
上
げ
た
よ
う
に
全
般
的
な
事
一
げ
つ
き
そ
う
よ
」
テ
な
調
子
は
如
何

。

ぞ
申
述
べ
た
為
め
に
一
々
の
問
題
に
つ
き
一
な
か
な
か
感
じ
も
で
て
い
る
し
、
万

一

ど
希
望
に
添
わ
な
い
厨
が
あ
る
と
は
思
い
一
隣
り
を
は
ば
か
る
よ
う
な
場
令
で
も
、

ま
す
が
他
日
稿
を
改
め
て
具
体
的
な
問
題
一
乙
れ
な
ら
お
料
狸
で
も
作
っ
て
い
る
よ

に
つ
い
て
申
上
げ
度
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
う
に
、
カ
今
ラ
ジ
ユ
で
き
そ
う
で
す

が
:
・9
是
非
お
た
め
し
あ
れ
。

で
は
叉
次
号
に
て

(
M
-
S
)

// 

笑

談行

流

五
一山



一
充
足
率
低
い
‘
中
小
企
業

一
新
規
学
卒
者
の
職
業
紹
介
と
初
任
給

昭
和
三
士
八
年
度
三
月
の
新
規
学
卒
者
て
お
り
、
求
人
倍
率
は
前
年
と
同
じ
こ
・
七

の
職
業
紹
介
と
初
任
給
の
全
国
的
な
動
き
一
倍
と
な
っ
た
。
求
人
、
求
職
の
減
少
に
よ

が
労
働
省
で
ま
と
め
て
発
表
し
た
。
一
つ
て
就
職
者
は
前
年
よ
り
九
幅
減
少
し
四

新
規
学
卒
者
を
中
心
と
す
る
求
人
難
は
一
十
七
万
九
千
人
と
な
っ
た
。

乙
乙
数
年
深
刻
の
度
を
深
め
て
い
る
が
、
一
高
卒
の
充
足
率
を
規
模
別
に
な
る
と
、

三
十
八
年
三
月
の
中
学
卒
業
生
は
ベ
ビ

l
一
五
百
人
以
上
回
七
冊
、
百
人
か
ら
五
百
人

プ
l
ム
で
二
百
四
十
七
万
五
千
人
と
戦
後
一
未
満
三
五
冊
、
三
十
人
か
ら
百
人
未
満
こ

も
っ
と
も
多
く
、
乙
の
為
求
職
申
込
み
も
一
七
婦
、
二
十
九
人
以
下
二
五
#
と
申
卒
よ

多
く
、
五
十
三
万
二
千
人
と
前
年
に
比
べ
一
り
は
幾
分
規
僕
聞
の
ひ
ら
き
は
少
く
な
っ

一
一
冊
増
加
し
た
。
一
方
、
突
入
は
景
気
一
て
い
る
が
中
小
企
業
の
充
足
率
法
く
な

調
整
の
影
響
も
あ
っ
て
、
前
年
と
ほ
ぼ
同
一
っ
て
い
る
。

数
の
百
三
十
九
万
六
千
人
で
、
と
の
為
求
一
初
任
給
申
卒
で
九
千
八
百
円

人
率
は
前
年
の
二
・
九
倍
か
ら
二
・

六
倍
一
初
任
給
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
中

と

幾

分

緩

和

さ

れ

た

。

一

卒

の

場

今

、

三

十

人

以

上

で

は

平

均

九

千

求
職
者
数
が
ふ
え
た
乙
と
に
よ
っ
て
、
一
八
百
四
十
円
と
な
っ
て
お
り
、
男
女
別
で

就
職
者
も
前
年
よ
り

一
一
#
増
の
四
十
五
一
は
男
子
九
千
八
百
九
十
円、

女
子
九
千
七

万
九
千
人
と
な
っ
て
お
り
、
充
足
率
は
前

一
百
九
十
円
で
ほ
と
ん
ど
差
は
な
い

。

年
の
三

O
婦
か
ら
一一一
一一一
冊
へ
と
上
昇
し
た
A

産
業
別
で
は
、
運
輸
通
信
の

一
万
三
百

乙
れ
を
規
模
別
に
見
る
と
、
五
百
人
以
上

一
九
十
円
が
高
く
、
製
造
業
、
卸
小
売
業
は

五
八
冊
、
百
人
か
ら
五
百
人
未
満
三
九
幅
一
平
均
値
に
な
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
九
千

三
十
人
か
ら
百
人
未
満
二
六
冊
、
二
九
人
一
百
六
十
円
と
低
い
。

以
下
二
二
婦
と
企
業
規
模
に
よ
っ
て
は
つ
一
規
模
別
で
は
、
五
百
人
以
上
の
一
万
百

き
り
し
た
差
が
見
ら
れ
、
求
人
難
が
緩
和
一

五
十
円
が
高
く
、
三
十
人
か
ら
百
人
未
満

さ
れ
て
い
る
も
の
、
中
小
企
業
で
は
い
ぜ
一
の
九
千
七
百
十
向

が
低
い
が
、

二
十
九
人

ん
著
し
い
不
足
を
み
せ
て
ゐ
る
。

一
以
下
で
は
八
千
九
百
二
十
円
で
か
な
り
低

高
卒
、
求
人
求
職
と
も
減
る
。

一
く
な
っ
て
い
る
。

高
卒
で
は
、
卒
業
生
は
九
十
八
万
八
千

一
地
域
別
で
は
、
東
京
、
大
阪
、
愛
知
な

人
、
-
っ
ち
求
職
申
込
み
は
五
十
八
万
四
千
一
ど
の
大
需
要
地
が
い
づ
れ
も
一
万
円
を
超

人
で
卒
業
者
の
六

O
婦
に
当
っ
て
い
る
。

一
ぇ
、
東
北
、
九
州
は
低
額
で
あ
る
。

乙
れ
は
前
年
に
比
べ
る
と
卒
業
生
で
三
冊
一
一
一
一
十
八
年
の
初
任
給
は
前
年
よ
り

一一

求
職
者
で
九
唖
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
4

需
の
上
昇
を
み
せ
た
が
、
前
年
の
上
昇
率

直
乙
れ
に
対
し
て
求
人
数
は
百
五
十
八
万
二

一
か
ら
見
る
と
そ
の
伸
び
率
(
二
回
世
)
に

同
一
千
人
と
前
年
に
比
べ
九
需
の
減
と
な
っ
て

一
比
べ
る
と
半
分
以
下
に
な
っ
て
い
る
。

高
卒
の
窒
つ
は
二
二
十
人
以
上
で
平
均
一
規
僕
別
で
は
、
五
百
人
以
上
の
一
万
三
上
昇
率
は
前
年
比
一
三
婦
で
二
二
十
七
年
-

一
万
二
千
八
百
円
と
な
っ
て
お
り
、
産
業

一
千
四
百
四
十
円
が
高
く
、
百
人
か
ら
五
一
百

一の
一一一一一
冊
の
伸
び
率
に
比
べ
半
分
近
/
¥
下

別
で
は
金
融
保
険
の

一
万
四
千
六
十
円
が
一
人
未
満
、
=
一
十
人
か
ら
百
人
未
満
は
そ
れ
一
回
っ
た
。

も
っ
と
も
高
く
、
卸
小
売
の
一
万
二
千
二

一
ぞ
れ

一
万
二
千
五
百
七
十
円
、一

万
二
千

一

百
六
十
円
、
サ
ー
ビ
ス
業
の

一
万
二
千
百

一
四
百
五
十
円
、
二
十
九
人
以
下
は

一
万
五

一

五
十
円
が
低

い

。

一

一

白

十

円

で

著

し

く

低

額

と

な

っ

て

い

る

。

一

38年3月新規中卒者初任給

500人 10- i 30- i 29人
平均 以よ 499入 何人 以下

全 国 9，840 10，150 9，770 9，710 8，920 

製造業 9，840 10，050 9，780 司770 旦240

食事院鎖措 9，920 10，480 9，750 Hl，020 

繊維製品 9β50 10，080 司980 9，400 

金属製品 10，000 司93010，020 10，050 

卸小売 9，870 11，400 9，670 9，600 8，9101 

東京都 10，400 11，140. 10，100 10.β00 

大阪府 10，440 10，480 10，370 10，570 10，400 

東 ゴt:; 邑100 司290 邑470 7，580 7，420 

(力除，く福岡列)1 
7，790 8，630 8，360 7，310 7.210 

38年3月新規高卒者初任給

5.00人 100-30- 29人
平均 以上 499入 99人 以下

全 国 12β00 13，440 12，570 12，450 10，510 

製造業 12，770 13，330 12，4 90 12，580 11，230 

食詐賠護婦宣 12，670 14β70 12，130 13，100 

繊維製品 12，170 12，490 12，070 12，030 

金属製品 12，780 12，630 12，980 12;560 

卸小売 12，260 13，350 12，090 11，990 10，400 

東京都 13，480 13，390 13，170 13，390 13，140 

大阪府 1ミ41014，000 13，200 13，190 13，500 

東 ゴじ 10，380 11，590 10，660 11，140 8，950 

九 1'1'1 司880 10，8写o、9，810 9，400 8，630 

棟

地



_-11止

前

文

に

う

つ

り

ま

す

が

、

私

の

出

張

先

ん

か

せ

ず

a
の
た
と
え
の
よ
う
に
中
小
仲

で

一

人

の

長

老

に

、

左

記

の

様

な

表

を

見

聞

同

志

の

競

争

に

な

り

つ

h
あ
り
、
勝
負

せ

ら

れ

、

私

一

人

で

な

く

皆

様

に

も

見

て

し

て

、

不

渡

り

ぞ

出

し

倒

産

し

て

ゆ

く

業

載

き

私

同

様

な

義

憤

を

お

感

じ

下

さ

れ

ば

者

も

増

え

始

め

て

い

る

。

昨

年

一
年
間
の

皆

様

に

差

上

げ

た

無

礼

な

御

手

紙

の

価

値

道

内

倒

産

企

業

は

道

新

発

表

に

よ

る

と

百

が

あ

っ

た

商

事

と

、

喜

び

に

た

え

ま

せ

ん

・

五

十

三

社

ル

ニ

昨

年

よ

り

五

十
四
社
も
多

で

し

た

。

一

都

市

(

他

関

外

に

流

れ

た

察

)

い

と

報

ぜ

ら

れ

て

居

り

、

大

企

業

は

さ

ほ

商
売
柄
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
。
私
の
商

一

釧

路

市

一

一

割

五

分

昨

年

十

月

会

社

設

立

し

営

業

開

始

し

て

一

ど

の

被

害

も

う

け

ず

、

弱

い

も

の

は

つ

ぶ

売

先

は

小

さ

な

町

で

は

一

応

気

の

荒

い

そ

-

帯

広

市

一

割

よ

り

六

ヶ

月

に

な

り

、
い
ろ
い
ろ
と
判
ら

一
れ
る
。
中
小
企
業
に
倒
産
は
っ
き
も
の

h

の

土

地

の

ボ

ス

的

な

方

々

が

多

う

御

座

居

一

北

見

市

二

割

な

い

事

い

た

ら

な

い

点

等

今

迄

の

会

社

と

一

様

に

考

え

て

い

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

匂

ま
す
。

一

網

走

市

二

割

一

分

違

い

小

人

数

の

会

社

の

ゆ

き

方

、

経

営

の

一

大

企

業

は

ハ

デ

な

設

備

競

争

を

し

て

、

ぃ

そ

し

て

叉

選

挙

に

は

実

に

一

生

懸

命

で

一

紋

別

市

八

分

五

厘

む

づ

か

し

さ

を

感

じ

て

い

る

。

一

か

に

金

融

引

締

が

あ

ろ

う

と

も

そ

の

し

わ

す
の
で
、
私
が
釧
路
市
有
権
者
の
皆
様
の

一

支
庁
関
係
(
他
関
外
に
流
れ
た
票
)
新
聞
で
は
と
の
と
と
ろ
金
融
引
締
め
に
一
ょ
せ
を
中
小
企
業
に
転
か
さ
せ
、
大
き
な

代
表
で
来
た
如
く
、
頭
か
ら
叱
接
さ
れ
た

一

十

勝

支

庁

九

分

よ

り

中

小

企

業

の

倒

産

が

相

つ

い

で
い
る

一
影
響
が
な
い
の
が
現
況
で
あ
ろ
う
。
政
府

訳
で
す
。

-

一

網

走

支

庁

二

割

二

分

と

の

暗

い

ニ

ュ

ー

ス

が

流

れ

、

一

方

で

は

一
は
公
定
歩
今
の
引
上
げ
、
売
オ
ベ
等
益
々

私
は
釧
路
か
ら
議
員
を
選
出
出
来
な
か
一
釧
路
支
庁
二
割
三
分
開
放
経
済
と
い
う
事
が
さ
わ
が
れ
て
い
る
」
金
融
引
締
の
措
置
を
取
っ
て
お
り
我
々
小

っ

た

事

が

、

ど

の

位

の

不

利

益

が

あ

っ

た

一

根

室

支

庁

五

割

五

分

中

小

企

業

の

倒

産

吟

社

会

問

題

で
あ
一
企
業
で
も
銀
行
よ
り
の
借
入
金
利
は
よ
る

か

と

言

う

事

は

、

わ

か

り

ま

せ

ん

。

で

す

一

平

均

る

a
と
し
て
、
い
ま
や
政
府
の
施
策
の
焦
一
貸
出
の
よ
く
制
等
、
引
締
の
影
響
は
、

が
議
会
と
い
う
話
合
い
の
場
に
、

一
人

も

一

根

釧

地

万

三

割

一

分

点

と

な

っ

て

居

り

、

先

号

に

て

梶

会

員

が

一

ま

た

ず

と

も

す

ぐ

や

っ

て

く

る

。

出
席
出
来
る
、
席
が
無
い
と
言
v

つ
事
は
悲

一

十

勝

地

万

九

分

五

厘

刀

説

し

て

居
っ
た
が
さ
っ
ぱ
り
ぱ
っ
と
し

一
我
々

小
企
業
の
経
営
者
も
、
政
府
が
な

し

い

事

だ

と

忽

い

ま

す

。

一

網

走

地

方

一

割

八

分

た

手

が

う

た

れ

な

い

ま

〉

に

推

移

し

て

居

一

ん

と

か

し

て

く

れ

る

だ

ろ

う

と

い

っ

た

安

私
の
商
売
か
ら
見
る
と
、

今

迄

各

地

に

一

と

な

っ

て

居

り

る

実

情

で

、

政

府

が
適
切
な
対
策
を
考
え
一
易
な
気
持
を
持
つ
べ
き
で
な
く
、
か
つ
他

特
約
代
理
屈
を
持
っ
て
い
た
メ

l
カ
が
釧
一
平
均
の
釧
路
根
室
地
万
の
数
字
は
外
の
二
て
い
る
だ
ろ
-
つ
け
れ
ど
、
我
々
の
と
乙
ろ
一
人
え
の
依
頼
心
を
増
長
さ
せ
る
よ
う
な
と

路
は
、
取
消
だ
と
言
わ
れ
た
事
と
同
様
で
一
地
区
か
ら
見
て
も
、
大
き
な
数
字
と
な
つ
ま
で
し
ん
と
う
す
る
に
は
未
だ
遠
い
乙
と
一
と
な
く
、
み
ず
か
ら
正
し
く
判
断
し
、
た

す

。

層

痴

を

言

っ

て

見

て

も

「

費

社

は

阪

一

て

居

り

ま

す

。

で

あ

り

、

我

々

が

此

の

危

機

ぞ

切

り

抜

け

一

と

え

規

模

は

小

さ

く

と

も

、

り

っ

ぱ

な

企

売
量
が
不
足
だ
か
ら
他
の
地
区
の
様
な
、
一
そ
れ
と
釧
路
市
の
棄
権
率
は
最
高
で
す
」
る
様
最
善
の
努
刀
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
棄
に
育
て
る
乙
と
に
向
っ
て
溝
遅
し
な
け

特
約
代
理
屈
と
し
て
の
価
値
が
無
い
の
で
一
数
字
で
し
め
す
様
な
、
う
ま
い
ぐ
わ
い
に
一
い
と
忠
弘
つ
。
い
か
に
中
小
企
業
と
は
い
え
一
れ
ば
な
ら
役
い
と
、
益

-n
そ
の
責
任
の
重

遠
慮
願
う
」
と
言
わ
れ
る
事
と
同
様
で
す
」
は
な
ら
な
い
と
得
じ
ま
す
が
、
私
達
は
、

一
企
業
の
最
終
責
任
は
経
営
者
に
あ
る
。
自
一
大
な
事
を
痛
感
し
て
居
り
ま
す
。

私
は
そ
の
様
な
事
に
な
れ
ば
社
会
的
に
一
も
う
一
度
乙
れ
か
ら
一
生
、
伺
慨
を
張
っ
て
一
分
の
企
業
は
自
分
で
診
断
し
、
自
信
を
も
一
タ
イ
ヤ
業
界
も
昨
年
ま
で
の
乱
売
に
終

見
て
、
私
の
蒲
売
と
共
に
釧
路
と
し
て
の
一
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
土
地
と
し
一
つ
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と
痛
-
止
ふ
を
う
つ
よ
う
に
、
業
界

一
丸
と
な
っ

郷
土
に
申
訳
が
立
た
ぬ
事
と
考
え
ま
す
。

一
て
、
何
事
に
も
、
郷
土
愛
を
も
っ
て
行
動
一
感
し
て
居
る
次
第
で
す
。
一
て
種
々
協
議
さ
れ
漸
次
実
行
に
う
っ
し
て

選
挙
も
商
売
も
全
々
似
つ
か
ぬ
事
で
も
↑
し
た
い
と
想
う
も
の
で
御
座
居
ま
す
。
一
経
営
者
の
社
会
的
責
任
と
い
う
事
は
も
一
お
り
、
道
内
で
も
商
業
組
今
の
け
っ
せ
い

結
果
は
同
じ
で
す
。
一
釧
路
選
挙
民
の
皆
様
、
と
り
と
め
も
な
一
う
そ
う
と
う
以
前
か
ら
い
〉
出
さ
れ
て
い
一
に
ふ
み
き
り
ま
し
た
。
私
共
も
地
元
業
界

そ
れ
が
、
私
が
申
上
げ
た
い
事
な
の
で
一
い
事
を
長
々
と
書
き
と
め
、
生
来
の
無
筆
一
る
事
で
あ
り
論
議
さ
れ
研
究
さ
れ
て
居
る
」
に
協
刀
し
協
定
を
ま
も
っ
て
適
正
利
潤
を

す
。
そ
の
特
約
庖
が
、
売
る
べ
き
努
力
を

一
な
た
め
判
読
出
来
ぬ
個
所
も
あ
っ
た
と
想
一
乙
れ
か
ら
は
責
任
の
自
覚
が
多
い
に
要
一
得
、
堅
全
経
営
に
も
っ
て
ゆ
け
る
様
に
致

夫
ず
に
そ
の
結
果
に
な

っ
た
と
同
様
、

釧
一
わ
れ
ま
す
が
御
勘
弁
下
さ
い
。

一
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
そ
れ

に
つ
け
て
も

一し
た
い
と
思
っ
て
居
ま
す
。

路
の
場
ム
つ
も
、
選
出
出
来
る
票
を
持
っ
て
一
で
は
皆
々
様
の
御
健
康
を
祈
り
な
が
ら
一
昨
今
の
様
に
メ
ー
カ
ー
の
大
量
生
産
体
制

一

い
な
が
ら
、
一
部
の
皆
様
の
棄
権
に
よ
っ
一
筆
を
と
Y
め
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一
の
確
立
、
流
通
機
構
の
改
革
等
に
よ
り
各

一

て

、

乙

の

結

果

に

な

っ

た

の

で

す

か

ら

残

業

拝

啓

釧

路

選

挙

民

様

拝
啓
釧
路
の
親
愛
な
る
選
挙
民
様
に
一

筆
啓
上
致
し
ま
す
。

私
が
皆
様
に
乙
の
書
簡
を
差
上
げ
る
事

は
大
変
無
礼
極
ま
り
な
い
も
の
で
、

一
家

を
養
い
、
社
会
の
荒
波
に
い
ど
ま
れ
て
い

る
紳
士
諸
氏
半
、
夫
君
の
留
守
を
守
り
子

供
の
教
育
に
家
事
に
身
も
細
る
童
労
を
し

て
い
る
賢
母
た
る
皆
様
に
苦
言
を
呈
す
る

事
は
心
ぐ
る
し
い
事
で
あ
り
ま
す
。

が
近
年
に
無
い
義
憤
を
感
じ
た
事
柄
で
す

の
で
乙
の
書
簡
を
差
上
げ
る
次
第
で
す
。

釧
路
選
挙
民
様
私
が
前
文
長
々
と
書
き
ま

し
た
事
は
、
昨
年
末
の
衆
議
員
議
員
の
選

挙
に
於
て
、
釧
路
在
任
の
議
員
を
一
人
も

出
せ
な
か
っ
た
商
事
で
す
。

私
は
保
守
が
と
か
革
新
と
か
と
を
皆
様

に
申
上
げ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
釧
路

に
住
む
者
と
し
て
、
な
ん
と
か
な
ら
ん
か

っ
た
が
な
!
と
私
そ
含

め
て
皆
様
の
郷
土
愛

を
た
し
か
め
、
訴
た
え
る
も
の
で
あ
り
ま

す
o

皆
様
に
叫
俺
だ
っ
て
、
投
票
し
た

ん
だ
が
破
れ
て
し
ま
っ
た

a
と
言
わ
れ
る

方
も
居
り
ま
し
ょ
う
し
、
「
貴
様
何
ぞ
世

迷
言
を
な
ら
べ
て
い
る
の
か
」
と
想
わ
れ

る
方
も
居
り
ま
し
ょ
う
。
文
面
に
気
に
さ

わ
る
事
が
あ
っ
た
時
は
御
焼
却
下
さ
っ
て

も
結
構
で
御
座
居
ま
す
。

私
は
毎
月
の
如
く
、
乙
の
近
在
を
商
売

上
遍
歴
致
し
ま
す
。
今
日
は
根
室
地
区
今

日
は
十
勝
地
区
、
明
日
は
網
走
地
区
と
走

り
廻
わ
り
ま
す
が
、
乙
の

一
月
、
二
月
は

選
挙
の
話
の
出
ぬ
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
度
事
、
私
は
釧
路
の
有
権
者
の
代
表
と

な
っ
た
様
な
錯
覚
で
す
が
身
の
細
る
思
い

ぷ込
寸

田

英

敬

具
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